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本
書
は
襲
に
同
會
が
「
室
剛
時
代
の
文
化
」
ぐ
」
題
し
て
夏
期
講
習

會
を
勢
い
九
時
の
講
演
を
主
・
こ
し
四
五
の
新
し
い
論
著
を
加
へ
て

畠
版
さ
れ
弛
も
の
で
あ
っ
て
、
編
者
が
近
世
日
本
就
會
の
母
胎
で

あ
り
、
覗
函
丈
化
の
酵
素
で
あ
る
所
の
室
町
時
代
を
充
分
に
閑
明

し
精
確
に
熟
知
す
る
事
の
必
要
を
高
唱
し
て
居
る
事
に
よ
り
て
、

本
書
の
意
義
を
知
る
事
が
出
來
る
。
「
難
癖
の
飢
に
就
て
」
内
藤
虎

次
郎
、
「
文
藝
奇
蹟
課
の
成
立
」
阪
倉
三
太
郎
、
【
，
室
町
時
代
の
臨

界
ミ
蓮
如
及
び
眞
盛
」
牧
野
信
之
助
、
「
五
山
文
面
論
」
那
波
利
貞

「
鹿
苑
寺
金
閣
の
建
築
」
武
濁
五
一
，
「
室
町
時
代
の
美
徳
工
藝
」
佐

々
木
恒
清
、
「
壬
生
狂
言
源
流
考
」
書
澤
義
則
、
「
室
町
時
代
の
能

面
」
岩
橋
小
母
太
、
「
室
町
時
代
の
京
都
の
史
蹟
」
小
酒
井
儀
三
、

「
室
町
時
代
の
皇
室
御
領
」
中
村
薩
勝
、
「
単
寧
前
後
の
京
都
」
魚
澄

惣
五
郎
、
「
室
町
時
代
の
文
化
的
概
槻
」
黒
擬
勝
美
、
「
鎌
倉
よ
り

室
町
へ
」
三
浦
周
行
の
十
三
篇
よ
り
成
る
が
、
就
叩
、
内
藤
博
士

　
　
　
　
　
　
　
錦
　
…
號
　
　
　
「
五
四
　
（
一
五
四
）

が
慮
仁
槻
の
た
め
に
足
指
が
認
め
ら
れ
た
事
は
ま
た
｝
面
か
ら
見

て
天
才
の
な
い
時
代
で
あ
っ
た
ε
し
、
此
時
代
に
日
本
滋
徳
の
純

典
ぐ
」
も
言
ふ
べ
き
も
の
が
組
織
さ
れ
初
め
攻
治
上
何
等
統
剛
な
き

時
代
に
文
化
的
に
世
の
中
を
統
嚇
す
る
も
の
が
出
來
た
事
を
指
摘

さ
れ
た
貼
、
吉
澤
博
士
が
壬
生
寺
の
猿
の
狂
言
ミ
豊
野
熊
坂
の
中

に
見
え
る
壬
生
の
小
猿
ミ
を
結
び
附
け
、
熊
坂
の
謡
曲
が
鵡
事
た

時
代
に
は
既
に
患
來
て
居
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
癒
永
頃
か
邊
く

も
明
癒
頃
ま
で
“
あ
ら
う
ε
さ
れ
た
假
定
詮
、
黒
板
博
士
が
此
時

所
を
以
て
公
武
共
に
堕
落
し
た
時
代
で
あ
る
、
こ
し
、
其
の
窮
つ
た

代
か
ら
新
し
い
殿
會
を
這
の
出
さ
う
ε
す
る
努
力
が
ほ
の
見
え
る

ミ
さ
れ
た
｛
畢
、
三
帰
翻
捕
一
十
…
が
鎌
｝
倉
幕
府
ミ
室
町
幕
府
ミ
を
あ
ら
ゆ

る
方
面
か
ら
比
較
し
、
特
に
前
者
が
御
家
入
の
所
領
保
護
干
渉
に

全
力
を
難
し
た
に
封
し
て
、
後
者
が
所
領
に
等
し
て
放
任
解
放
に

な
っ
た
事
を
認
め
且
つ
鎌
倉
時
代
ご
室
町
時
代
ミ
の
差
を
外
國
文

明
の
影
響
に
，
山
り
て
読
明
さ
れ
た
三
等
は
何
れ
も
霜
曇
す
べ
き
言

で
あ
る
。
本
文
の
外
に
十
六
葉
の
口
琴
章
句
五
葉
の
捕
入
圖
版
を

加
へ
て
撚
る
。
そ
の
中
で
も
手
璽
狂
言
圓
の
木
版
を
一
葉
入
れ
た

事
は
目
先
が
憂
っ
て
而
白
い
企
で
あ
ら
う
。
菊
版
三
七
四
頁
、
定



償
三
八
○
。
星
野
害
店
嚢
行
〔
中
村
〕

　　

ｨ
馨
東
金
廃
苑
、
補
遣
、
附
録
翻
離
灘

　
海
東
金
石
苑
は
諸
入
熟
知
の
通
り
三
歳
庭
の
編
著
に
係
る
朝
鮮

金
石
の
大
湖
な
る
も
、
其
の
稿
本
は
戒
豊
＋
年
の
躍
に
遭
ひ
て
焼

失
散
諭
せ
し
か
ば
、
同
治
年
間
に
飽
子
柄
が
其
の
蹟
尾
を
刊
行
し

光
緒
七
年
に
張
松
圷
が
前
四
巻
を
刊
膏
せ
し
嘱
こ
難
も
、
全
部
八
谷

の
後
四
巻
は
容
易
に
其
の
副
本
す
ら
獲
ら
れ
ざ
の
け
れ
ば
、
從
來

の
本
書
は
實
に
闘
巻
の
儘
な
り
き
。
然
る
に
数
年
前
壷
興
の
劉
承

幹
君
偶
々
書
店
に
於
て
劉
氏
の
初
稿
本
を
獲
た
り
、
二
二
よ
り
巻

八
に
至
り
，
首
巻
を
闘
き
し
も
其
の
喜
や
讐
ふ
べ
か
ら
す
、
二
っ
て

以
て
後
四
巻
を
補
刻
し
以
て
張
本
の
闘
を
補
は
む
一
こ
欲
せ
し
折
柄

又
、
北
京
に
て
歌
、
の
首
巻
の
離
在
せ
る
を
知
り
、
之
を
も
獲
た
り

上
虞
の
羅
振
玉
壷
の
注
意
に
基
き
春
曇
の
文
を
以
て
張
本
の
講
舛

を
正
さ
む
ミ
し
、
主
ε
し
て
葉
恥
軍
安
置
露
本
並
に
入
手
し
得
た

る
原
碑
拓
本
を
以
て
校
爲
に
努
め
校
訂
す
る
も
の
六
＋
三
下
、
附

録
に
入
る
も
の
黒
煙
、
葉
氏
毒
念
よ
り
得
た
る
も
の
八
景
を
執
り

聖
職
の
完
本
に
渦
ぐ
る
善
本
を
刊
行
す
る
を
得
明
り
、
藪
に
至
っ

て
本
書
の
内
容
實
に
一
戸
の
値
を
獲
す
、
、
中
華
民
國
十
輔
年
の
劉

　
　
　
第
九
谷
　
　
紹
　
　
　
介

氏
嘉
業
堂
の
刊
行
に
係
る
も
其
の
我
が
邦
に
舶
載
せ
ら
る
・
も
の

侮
ほ
甚
だ
稀
な
り
、
敢
て
藪
に
紹
介
し
て
世
の
朝
鮮
史
家
金
石
文

家
の
利
用
を
待
つ
。

　
　
麟
國
學
斎
燈
画
一
巷
第
一
期

　
北
京
の
濫
立
北
京
大
層
の
機
關
難
誌
、
國
學
季
刊
に
難
し
て
南

京
東
南
大
學
、
底
豆
高
等
師
範
學
絞
の
支
那
學
研
究
會
員
の
機
閣

難
癖
ミ
し
て
表
記
の
却
き
墨
極
雑
誌
、
昨
年
三
1
1
を
以
て
創
刊
せ

ら
る
。
支
那
學
を
整
理
し
て
文
化
を
矯
進
ず
る
を
宗
旨
－
こ
し
、
挿

岡
、
通
論
、
專
薯
、
詩
文
、
盤
姐
の
諸
子
あ
り
、
侮
年
一
『
六
、

　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

九
、
十
二
月
に
刊
行
す
、
本
號
牧
む
る
班
は
挿
圖
に
煽
散
氏
盤
原
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

拓
本
、
鯛
王
輔
車
辮
拓
本
、
樋
論
に
歯
偏
古
書
之
指
趣
（
陳
鐘
凡

譜
）
、
秦
漢
経
師
之
方
士
化
（
陳
鐘
凡
鱈
）
、
周
忌
文
史
漸
増
途
及

丈
墨
之
派
別
（
顧
實
君
）
秦
鼻
許
書
校
書
爾
大
穂
李
議
（
顧
…
實
震
）
、

ヘ
　
へ

專
著
に
西
葉
叢
官
師
説
故
（
劉
師
培
君
潅
署
）
、
詩
経
毛
傳
改
宇
繹

例
（
大
鐘
凡
鱈
）
、
灘
縄
繹
服
（
陳
延
傑
出
）
、
老
子
滋
徳
単
解
話
（
順

儲
君
）
、
楚
僻
絞
補
（
易
培
基
需
）
、
明
儒
（
清
夏
凡
君
）
，
中
学
修
僻

…
學
史
略
（
胡
光
聖
君
）
、
面
子
生
長
年
月
及
流
立
地
孜
（
萢
希
曾
君
）

論
楚
人
落
文
…
學
（
王
曾
暴
君
）
、
古
重
文
孜
（
将
帥
培
君
遣
著
）
等
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
盤
　
　
一
五
五
　
（
一
五
五
）


